
中川家系図

雅号　梅縁

通称
五郎右ヱ門

本通４丁目に分家

養子

まさが生まれたため離縁

提供　中川淳氏

とき

長男 習次郎

長女 とめ

長男 文蔵 長男 半助
長女

専之助

次男 儀三郎

三男 覚三

長男 延次郎

三男 専伍

長女 まさ

次男 専之助

長女 ゆき

次男 保之助

亀蔵

長男 専太郎

次男 専一

次男 専蔵

三男 啓三郎

養子

信州飯田の

画家天嶺を

招き、絵を

文蔵に蒔絵

を専蔵に学

ばせた。

号を仙翁

といい、

音羽山清

水寺に碑

がある。



蒔絵の流派

（四丁目派）

深江屋　幸
（深井幸太郎）

下山派 下山茂司 松村伴之助

中川専蔵
杉山勇次郎（人宿町）富田喜三郎（横内）

平山仙次郎

深幸派
太田和貞治（下石町二丁目）杉山徳次郎

（下石町二丁目）

藤伝派 藤伝 佐藤八右衛門、白井巳之吉

中川半助
花井広太郎、河合友蔵（新通五丁目）ー富

井重吉、服部宗良

中川専之助
中川派

橋本文吉（本通四丁目）中村清太郎（屋形
町）中水作太郎（葵町）

中川延次郎


